
 1月 19日(土) 13:30～16:00 

テーマ：「沖縄と平和」 

カトリック教会那覇教区に着任されたウェイン司教、 

沖縄出身で日本キリスト教団川和教会の平良愛香牧師。 

お二人による 

講演と対談。 

 

1月 26日(土) 13:30～16:30 

テーマ：「核と基地」 

『核の戦後史』共著の木村朗さん（鹿児島大学法文学部

教授、平和学会理事）と高橋博子さん（名古屋大学大学

院法学研究科研究員）による講演と、平良愛香牧師との

三人によるパネル 

ディスカッション。 

 

 

 

 

 

 

 

 

19日は、ニコラ・バレ 9階ホール 

26日は、ヨセフホール 

（ともに JR 麹町口が近くです） 

 

 
平和を実現するようにとの招きを私たちは受けています。いのち、平和、人権。これらは教派を超えて祈りを

合わせるべき大切な課題です。この度、エキュメニカルな取り組みとして、「日本カトリック正義と平和協議

会」と「日本キリスト教協議会(NCC)平和・核問題委員会」とで、不公平の象徴である沖縄の基地問題につい

て、公開セミナーを開催することといたしました。私たちは宗教的な観点からと、学問的な観点からも、本当

に基地は必要なのかということと、この基地問題は日米政府の核政策と無縁かどうかということ、また日本が

本当に世界の平和のために貢献できることは何かということを、共に考える機会としたいと願っています。私

たち両協議会は、これらの問題は核の戦後史と無関係ではないと捉えていますので、その面での詳しい講師も

お迎えしました。加えて、この問題は極めて宗教的な課題です。ぜひ皆さんもご出席ください。 

問い合わせ：日本カトリック正義と平和協議会 03-5632-4444 

日本キリスト教協議会(NCC)平和･核問題委員会 047-362-4857 

 

王 

 

 

 

 

 

 

二週連続の公開セミナーです（無料）。どうぞおいでください。（★講師紹介は裏面に） 

                           ※会場は、それぞれ下記となります。 

 

 

ニコラ・バレ 9階ホール 

 

  

 

  

  

 

 

 

イグナチオ教会ヨセフホール 

  

 

 

 

 

  《日本カトリック正義と平和協議会》《ＮＣＣ平和･核問題委員会》共催 

『核と平和』 （全体テーマ） 

公開セミナー 

まず宗教的・倫理的課題 

として共に考えましょう 

“戦後史の謎を解くカギは｢核｣

にある”(上記著帯)との切り口

も得て解決策を見つけましょう 

 


